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ち製品の利用者の視点からなされるコスト計算となる。しかし、 Fabryckyand Blanchard (191)が
明らかにしているように、ライフサイクル・コストは製品の開発時点でその大半が決定する[Fabrycky











































































































8 経済産業省 (202)や園部編 (204)や側部 (201)においては環境ライフサイクル・コステイングの基盤として
LCA用いると説明している。しかし、それよりも以前に発表された伊藤(1993)では、 LCAとライフサイクル・コス
ティングの類似性を指摘しているものの、異なる起源を有する両者を単純に結びつけることはできないと指摘してい

































































































うコストや環境への影響を考慮するための手法として考えられている [Hunkeleret al. (2008)、p.12J。
しかし、環境ライフサイクル・コステイングを、環境に配慮した製品開発を支援する手法として整理
したとしても、そこで計算するライフサイクル・コストの負担者に関する問題は解決できない
[Hunkeler et al. (2008)、p.lOJ。製品のライフサイクルにおけるある関係者にとってのコストは、他
の関係者にとっては収益となるからである。製品の使用者にとっての取得コストは、製造者の売上と
なる。 Hunkeleret al. (2008)が指摘するように、ライフサイクル全体としてのコストは単純に合計す



































トも同時に考慮するため、環境経営意思決定に役立てることができる。 Hunkeleret al. (2幻08)でも、
環境ライフサイクル・コステイングは環境の側面と経済や経営の側面において win-win関係を発見
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